
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

　民営化するために公募したとしても、医師、看護師等が不足しており、民間事業者が応募してくる
状況にない。

市全体の要介護者数は減少傾向にないため、当分の間、施設運営が必要
とされるため、公営での運営の継続が必要となる。今後、職員給与の見直し
等根本的な改革が必要となる。
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団体名 事業名 事業詳細（事業区分）

佐渡市 介護サービス事業 介護老人保健施設すこやか両津

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成29年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

当面は隣接する市立両津病院の移転を見据え、現行の体制を維持することが望ましいと思われる
ため。

今後の経営改革については、民営化の方向性を含め、隣接する市立両津
病院の移転の動向により検討する。

○

その他の
民間活用指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

地方独立行政法
人への移行

現行の経営
体制を継続

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用

団体名 事業名 事業詳細（事業区分）

佐渡市 介護サービス事業 特別養護老人ホーム歌代の里

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成29年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



（取組の概要） （方式） （実施（予定）時期）

（取組の概要） （検討状況・課題）

月 日

検討中

年

　 ○ 22 4 1

平成実施済 ○
平成19年9月に「真野第２保育園」の移転
新築と高齢者福祉事業の目的で「デイサー
ビスセンター」との複合施設として佐渡市直
営施設として運営

代行制 利用料金制

実施予定

取組事項 民間活用（指定管理者制度）

その他の
民間活用指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

地方独立行政法
人への移行

○

現行の経営
体制を継続

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用

団体名 事業名 事業詳細（事業区分）

佐渡市 介護サービス事業 想定企業会計

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成29年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況


